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適正利用・エコツーリズム検討会議座長提案 

（平成２８年度第２回 知床世界自然遺産地域） 

 

2017年 3月 9日 

エコツーリズム検討会議座長 敷田麻実 

 

 座長提案として以下の項目を提案する。なお提案はいずれも当検討会議の議事運営に関

わるものであるため、部会での検討は行わず、事務局や関係者等で相談していきたい。 

 

 

（1）発言や議論をしやすいことがエコツーリズム検討会議の特徴と存在理由であり、地理

的、組織的な区分にとらわれず自由な発言を促すために、次回からワークショップ形

式の座席配置とする。なお、エコツーリズム戦略検討の際には、この配置が部会で採

用されていた。 

 

（2）知床国立公園における今後のインバウンド振興や対外的な知床世界遺産のブランド化

のために、地域の観光関係者以外の札幌や東京の観光専門家の参加を制度化する。 

 （環境省の「環境省_国立公園満喫プロジェクト」の資料添付） 

 

（3）提案制度は現在、正式な「提案」と軽微な提案で部会設置なしの「承認（報告）」が

行われている。そこで、提案と報告の中間の扱いの「協議」の段階を設けて、判断が

付かない内容について関係者から説明し扱えるようにする。 

 

（4）過去の検討が蓄積し、また経過も複雑になったので、発言データベースを運用する。

サンプルは今回提示する。 

（サンプル） 
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背景・目的 事業概要

事業スキーム

期待される効果

平成25年度予算
○○百万円
平成27年度要求額

億円国立公園満喫プロジェクト推進事業

事業目的・概要等

イメージ

平成29年度予算（案）
398百万円（新規）

１．「国立公園ステップアッププログラム2020」の推進
・地域協議会の円滑な運営・調整
・課題の抽出・検討
・ビューポイントにおける取組状況の点検・改善
・景観統一ルールの合意形成

地域協議会による国立公園ステップアッププログラム2020の実施

地域協議会による合意形成

・広報戦略に基づく情報発信・情報提供施設の設置に係る各種調整
（空港、鉄道駅、高速道路SA、道の駅等）

２．個別プログラムの実施
・外国人向けツアーコンテンツの発掘・磨き上げ・商品化
・ガイド・コーディネーターの育成

○国立公園ステッ
プアッププログ
ラム2020の進
捗管理と評価、
支援及び有識
者、関係省庁等
との連携

３．フォローアップ

○8か所の国立
公園における
成果を全国の
国立公園に水
平展開

水平展開

観光ビジョンに掲げられた外国人国立公園利用者数に関する数値目標
（2020年までに1000万人に増やす）の達成を目指す。 地方環境事務所

環
境
省

直
轄

民間
企業
等

請負

【配分】

地域協議会を中心に、具体的な施策や事業の検討とその進捗管理及びフォロー
アップを行う。また、外国人向けツアーコンテンツの発掘・磨き上げ・商品化、
ガイド・コーディネーター等の人材育成等や、広報戦略に基づく効果的な情報
発信を行う。

平成28年3月30日に観光ビジョン構想会議（議長：内閣総理大臣）がとりま
とめた「明日の日本を支える観光ビジョン」において、『「国立公園満喫プ
ロジェクト」として、まずは８箇所の国立公園で、「国立公園ステップアッ
ププログラム2020」を策定し、2020年までに、外国人国立公園利用者数を
年間430万人から1000万人に増やすことを目指す』ことが求められている。


